
（愛知県）

時
空
を
越
え
交
流
都
市
を
育
み
続
け
る 

絶
妙
な
立
ち
位
置

　

日
本
列
島（
太
平
洋
側
）の
中
央
部
に
位
置
す
る
愛

知
県
の
県
域
は
、
県
都
・
名
古
屋
市
を
含
む
西
側
の

尾
張
地
方
と
東
側
の
三
河
地
方
（
三
河
は
西
三
河
地

方
・
東
三
河
地
方
に
区
分
）
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
し

て
知
立
市
は
、
愛
知
県
の
さ
ら
に
真
ん
中
、
西
三
河

地
方
に
位
置
し
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
全
国
一
の
工
業
出
荷
額
を
達
成

し
続
け
る
愛
知
県
は
、
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
だ
。

中
で
も
西
三
河
地
方
は
豊
田
市
を
中
心
に
、
自
動
車

関
連
産
業
の
立
地
が
重
層
的
か
つ
高
密
度
に
進
ん
で

い
る
。
そ
れ
を
支
え
る
中
小
企
業
の
数
も
多
く
、
中

京
工
業
地
帯
の
中
核
を
担
う
エ
リ
ア
の
一
つ
だ
。

　

知
立
市
は
そ
ん
な
西
三
河
地
方
で
も
ひ
と
き
わ
工

業
立
地
の
進
む
豊
田
市
・
刈
谷
市
・
安
城
市
に
囲
ま

れ
、
名
古
屋
市
中
心
部
か
ら
も
20
〜
30
㎞
圏
内
に
位

置
す
る
面
積
約
16
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
だ
。

　

自
ら
も
工
業
都
市
と
し
て
の
基
盤
を
備
え
て
い
る

上
に
、
周
辺
都
市
の
持
つ
良
好
な
雇
用
環
境
の
恩
恵

を
も
享
受
で
き
る
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
絶
好
の

条
件
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。
実
際
、
知
立
市
の

人
口
は
約
４
万
人
で
始
ま
っ
た
昭
和
45
（
１
９
７
０
）

年
の
市
制
施
行
か
ら
順
調
に
伸
び
続
け
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
12
月
１
日
現
在
、
７
万
２
０
８
６
人

に
達
し
て
い
る
。

　
「
知
立
市
が
昭
和
45
年
に
市
制
施
行
で
き
た
の
は
、

昭
和
42（
１
９
６
７
）年
に
知
立
団
地
が
完
成
し
た
の

に
伴
い
、
人
口
の
増
加
や
都
市
化
が
急
速
に
進
展
し

て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
一
つ
の
大
き
な
契
機
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
へ
の

本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
と
も
な
り
ま
し
た
。
知
立
市
が

そ
の
よ
う
な
形
で
急
速
な
発
展
を
見
る
に
至
っ
た
最

大
の
理
由
は
、
何
と
言
っ
て
も
交
通
の
便
の
良
さ
に

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
市
域
内
を
国
道
１

号（
旧
東
海
道
）や
23
号（
知
立
バ
イ
パ
ス
）、
１
５
５

号
、
４
１
９
号
な
ど
の
幹
線
道
路
が
縦
横
に
走
っ
て

い
ま
す
。
鉄
道
は
岐
阜
駅
〜
名
古
屋
駅
〜
豊
橋
駅
を

結
ぶ
名
鉄
・
名
古

屋
本
線
が
知
立
駅
を

通
り
、
名
古
屋
駅
に
は
快
速
特

急
を
利
用
す
れ
ば
約
20
分
で
行
け
ま
す
。

知
立
駅
は
同
時
に
、
豊
田
市
方
面
、
お
よ
び
碧
南

市
方
面
へ
と
南
北
二
方
向
に
展
開
す
る
名
鉄
・
三

河
線
の
起
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

別
の
言
い
方
を
し
ま
す
と
、
知
立
市
は
名
古
屋

市
方
面
か
ら
見
れ
ば
西
三
河
地
方
・
東
三
河
地
方

へ
の
玄
関
口
、
東
三
河
地
方
や
西
三
河
地
方
か
ら

見
れ
ば
、
県
都
・
名
古
屋
市
（
尾
張
地
方
）
方
面
へ

の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
周
辺
の
各
方
面
を
結
び
つ
け
る
結

市 政 ル ポ 知
ち り ゅ う

立市

林
はやし

　郁
いく お

夫
知立市長

１
０
０
年
に
１
度
の
ま
ち
づ
く
り
と
多
文
化
共
生

子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む
現
代
版
宿
場
町
の
創
造
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節
点
で
、
典
型
的
な
《
交
流
都
市
》

と
し
て
の
地
理
的
特
徴
を
備
え
て

い
る
と
い
え
ま
す
」

　

そ
う
語
る
林
郁
夫
知
立
市
長

は
、
昭
和
58（
１
９
８
３
）年
に
知

立
市
へ
職
員
と
し
て
入
庁
。
平
成

14（
２
０
０
２
）年
か
ら
２
期
に
わ

た
り
知
立
市
議
会
議
員
を
務
め
た

後
、
平
成
20（
２
０
０
８
）年
12
月

に
市
長
に
就
任
、
取
材
時
の
令
和

３
年
12
月
の
時
点
で
ち
ょ
う
ど
４

期
14
年
目
を
迎
え
る
。

　
「
知
立
市
が
５
年
に
１
回
の
国
勢
調
査
で
初
め
て

人
口
７
万
人
を
超
え
た
の
は
、
平
成
27（
２
０
１
５
）

年
で
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
知
立
市
の
昼
間
人
口
は

約
５
万
８
０
０
０
人
。
今
も
同
様
の
様
相
を
呈
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
人
口
面
の
特
徴
か
ら
知

立
市
を
あ
え
て
一
言
で
表
現
す
れ
ば
『
近
隣
市
の
自

動
車
産
業
関
連
企
業
や
名
古
屋
市
で
働
く
市
民
の
多

い
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
』
と
言
う
こ
と
も
、
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。

　

た
だ
、
少
子
高
齢
化
の
波
は
さ
す
が
に
免
れ
ず
、

高
齢
化
率
は
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

令
和
２（
２
０
２
０
）年
度
の
高
齢
化
率
は
19
・
９
％

で
、
全
国
平
均
28
％
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
と
は

言
え
ま
す
が
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
の
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
合
計
特
殊
出
生
率
も
数
年
前
ま
で
１
・
８

台
を
維
持
し
て
い
た
も
の
の
、
現
在
は
１
・
７
台
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
大
都
市
圏
で
１
・
７
台
は
悪
く

な
い
と
も
さ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
２
・
０
以
上
を
目

指
す
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
じ
り
貧
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
人
口
を

順
調
に
伸
ば
し
て
き
た
と
は
い
え
、
知
立
市
は
現
在

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
都
市
と
し
て
の
岐
路
に
立
た

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
冷
静
に
現
状
を
見
つ
め
た
上
で
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
社
人
研
）の
将
来

人
口
推
計
を
い
か
に
覆
し
て
い
く
か
が
、
現
行
『
第

６
次
知
立
市
総
合
計
画
』
の
眼
目
の
一
つ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
幸
い
社
人
研
の
『
平
成
32
（
２
０
２
０
）

年
頃
の
約
７
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減
少
傾
向
に

移
る
』
と
い
う
当
初
の
予
測
に
対
し
、
知
立
市
の
人

口
は
令
和
に
入
っ
て
も
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
の

７
万
２
０
０
０
人
台
を
保
っ
て
い
ま
す
。

知立駅前にそびえる再開発ビル「エキタス知立」（手前のバスは市内循環のミニバス）

知立駅周辺で進む連続立体交差事業と駅前広場の将来イメージ

知立市

名古屋市
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今
後
は
引
き
続
き
、
他
の
都
市
で
暮
ら
す
子
育
て

世
代
に
は
、
知
立
市
で
子
育
て
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
現
在
暮
ら
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
全
て
の
世
代
の
市
民
に
は
、
こ
の

ま
ま
暮
ら
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い
く

こ
と
。
そ
れ
が
何
よ
り
肝
要
と
い
う
こ
と
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、
施
策
・
事
業
を
多
角
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」（
林
市
長
）

　

知
立
市
で
は
現
在
、
そ
の
強
力
な
推
進
エ
ン
ジ
ン

に
な
り
そ
う
な
事
業
が
、
大
規
模
か
つ
複
合
的
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。《
１
０
０
年
に
１
度
》
と
も
表
現
さ

れ
る
、
知
立
駅
周
辺
整
備
事
業
の
数
々
だ
。

新
た
な
価
値
を
全
国
に
発
信
す
る 

１
０
０
年
に
１
度
の
ま
ち
づ
く
り

　

こ
の
知
立
駅
周
辺
整
備
事
業
に
は
、
鉄
道
の
連
続

立
体
交
差
事
業
、
土
地
区
画
整

理
事
業
、
駅
北
側
の
市
街
地
再

開
発
事
業
に
よ
る
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
事
業
（
街
路
事
業
、
公

園
事
業
な
ど
も
含
む
）
が
複
合

的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
規
模
の
大
き
さ
は
前
頁
の

写
真
に
あ
る
通
り
、
知
立
駅
に

到
着
し
た
瞬
間
に
体
感
で
き

る
。
中
で
も
、
複
合
的
な
整
備

事
業
の
核
を
成
し
て
い
る
の

は
、
や
は
り
連
続
立
体
交
差
事

業
だ
。

　
「
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
名
鉄
・
三
河
線
で
３・５

㎞
、
名
鉄
・
名
古
屋
本
線
で
１
・
５
㎞
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
ま
す
。
総
延
長
約
５
㎞
の
鉄
道
を
高
架
に
す

る
大
事
業
で
、
愛
知
県
内
の
鉄
道
高
架
事
業
の
中
で

も
最
大
規
模
で
す
。

　

そ
れ
に
併
せ
て
駅
周
辺
を
区
画
整
理
し
、
市
街
地

の
再
開
発
を
実
施
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
端
的
に

言
え
ば
良
好
な
住
環
境
を
創
出
し
、
定
住
人
口
や
交

流
人
口
を
ま
ず
増
や
し
た
い
で
す
ね
。
付
随
し
て
、

経
済
効
果
や
税
収
効
果
を
多
角
的
に
生
み
出
し
て
い

き
、
さ
ら
に
新
た
な
文
化
や
価
値
を
全
国
に
発
信
し

て
い
き
た
い
。
少
し
欲
張
り
に
映
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が（
笑
）、
そ
ん
な
強
い
期
待
を
、
知
立
駅
周
辺
整

備
事
業
に
は
抱
い
て
お
り
ま
す
」（
林
市
長
）

　

連
続
立
体
交
差
事
業
は
令
和
10（
２
０
２
８
）年
度

中
に
竣
し
ゅ
ん
こ
う工

予
定
だ
が
、
知
立
駅
北
側
に
は
平
成
31

（
２
０
１
９
）年
に
地
上
21
階
・
地
下
１
階
の
再
開
発

ビ
ル
《
エ
キ
タ
ス
知
立
》
が
竣
工
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
町
銀
座
地
区
で
は
、
地
上
12
階
・
地
下
２
階
、
地

上
10
階
・
地
下
１
階
の
多
目
的
ツ
イ
ン
ビ
ル
《
リ
リ

オ
Ｎ
棟
・
Ｓ
棟
》
が
や
は
り
完
成
済
み
だ
。
そ
れ
以

外
に
も
駅
周
辺
を
歩
く
と
、
竣
工
し
た
ば
か
り
の
民

間
ビ
ル
、
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
建
設
工
事
予
定
用

地
な
ど
が
随
所
で
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
約
７
年
間
に
わ
た
る
連
続
立
体
交
差
事

業
の
進し
ん
ち
ょ
く捗と
共
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
用
地
か
ら
も
地

域
再
生
の
槌つ
ち

音
が
鳴
り
響
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
た
だ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
単
に
工
事

の
進
捗
を
告
げ
る
だ
け
の
槌
音
で
は
な
く
、
知
立
市

の
新
た
な
価
値
を
発
信
し
、
未
来
の
街
並
み
に
つ
い

て
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
示
し
て
い
く
よ
う
な
槌
音
に
な

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
換
言

す
れ
ば
知
立
駅
周
辺
地
区
が
、
知
立
市
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な《
顔
》と
な
る
よ
う
な
整
備
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
子
育
て
世
代
も
含
め
、
新
た

に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
知
立
市
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29（
２
０
１
７
）年
度
に
か
け
、
市
民
有

志
に
よ
る
市
民
部
会
と
、
職
員
有
志
に
よ
る
職
員
部

会
で
構
成
さ
れ
た
《
知
立
駅
周
辺
街
並
み
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
》
を
設
置
し
、
街
並
み
の
骨
格

と
な
る
べ
き
公
共
空
間
（
道
路
・
公
園
・
駅
前
広
場

な
ど
）
の
デ
ザ
イ
ン
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
が 再現された池鯉鮒宿時代の旅籠屋の店先（知立市歴史民俗資料館）

池鯉鮒宿時代の面影を伝える東海道松並木

MARCH 2022 市政 14



知立市　市 政 ル ポ

（愛知県）

《
現
代
版
宿
場
町
》の
創
造
で

す
」（
林
市
長
）

　

知
立
市
の
交
通
環
境
の
至

便
さ
、
交
流
都
市
と
し
て
の

立
ち
位
置
は
、
歴
史
的
に
見

て
も
伝
統
的
な
特
徴
だ
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
知
立
市
は

西
三
河
・
東
三
河
を
合
わ
せ

た
三
河
地
方
全
体
の
中
で
も

２
番
目
に
面
積
の
小
さ
い
、

約
16
㎢
の
非
常
に
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
だ
。
し
か
し
、
地

域
全
体
が
平
た
ん
で
あ
る
た
め
に
、
道
づ
く
り
や
ま
ち

づ
く
り
が
し
や
す
く
、
近
世
に
は
東
海
道
五
十
三
次
の

39
番
目
の
宿
場
町・池ち
り
ゅ
う
じ
ゅ
く

鯉
鮒
宿
と
し
て
大
い
に
栄
え
た
。

　

ま
た
、
中
世
に
は
鎌
倉
街
道
の
要
衝
と
し
て
も
機

能
し
て
い
て
、
三
河
や
尾
張
全
域
か
ら
人
々
が
集

い
、
三
河
の
特
産
で
あ
る
馬
市
や
木
綿
市
が
古
く
か

ら
開
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
牛
市
や
鯖
市
な
ど
に
姿

を
変
え
な
が
ら
、
昭
和
初
期
ま
で
続
い
た
。
つ
ま
り
、

人
・
モ
ノ
・
情
報
が
知
立（
池
鯉
鮒
）を
軸
に
四
方
八

方
か
ら
集
ま
っ
て
は
、
知
立
を
中
継
し
、
各
地
に
広

が
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
交
流
都
市
・
知
立
の
歴
史
の
始
ま
り
は
、

古
代
へ
と
さ
か
の
ぼ
れ
る
。

悠
久
の
歴
史
に
培
わ
れ
た 

市
民
力
が
も
た
ら
す
地
域
の
包
容
力

　
「
例
え
ば
平
安
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
伊

勢
物
語
』
で
は
、
在あ

り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平
と
さ
れ
る
主
人
公
が

『
か
ら
こ
ろ
も 

き
つ
つ
な
れ
に
し 

つ
ま
し
あ
れ
ば 

は
る
ば
る
き
ぬ
る 

た
び
を
し
ぞ
お
も
ふ
』
と
い
う

歌
（
各
句
の
頭
を
つ
な
げ
る
と
「
か
き
つ
ば
た
」
に

な
る
折
句
技
法
）
を
、
東
下
り
の
旅
の
途
上
で
、
知

立
・
八
橋
に
咲
く
か
き
つ
ば
た
を
見
て
詠
ん
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
『
源
氏
物
語
』と
並
ぶ
存
在
の『
伊
勢
物
語
』で
知
立

の
名
所
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
人
々
が
時
空
を
越
え
、
知
立
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
人
々
が
行
き
交
う
ま
ち
で
あ
る
知
立
の
歴

史
は
、
そ
の
よ
う
な
形
に
お
い
て
も
、
１
０
０
０
年

以
上
前
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
の
で
す
」（
林
市
長
）

　

ち
な
み
に
知
立
・
八
橋
の
か
き
つ
ば
た
は
、
現
行
・

五
千
円
札
の
図
柄
の
原
画
と
な
っ
た
国
宝
『
燕か
き
つ
ば
た

子
花

図ず

』屏び
ょ
う
ぶ風（
尾
形
光
琳
）の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
。
尾
形

光
琳
に
は
、
や
は
り
、
か
き
つ
ば
た
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
国
宝
の
工
芸
品
『
八や
つ
は
し
ま
き
え
ら
で
ん
す
ず
り
ば
こ

橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
』
も
あ

り
、
こ
ち
ら
に
は「
八
橋
」の
地
名
が
き
ち
ん
と
入
っ

て
い
る
。
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
芸
術
家
・
尾
形
光

琳
が
い
か
に
知
立
・
八
橋
の
か
き
つ
ば
た
に
深
い
思

い
入
れ
を
抱
い
て
い
た
か
が
し
の
ば
れ
る
。

　
「
そ
れ
ら
の
レ
プ
リ
カ
は
知
立
市
も
所
有
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
改
め
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
１
０
０
０

年
以
上
も
前
に
歌
に
詠
ま
れ
た
知
立
・
八
橋
の
か
き
つ

ば
た
が
、
今
も
健
在
だ
と
い
う
事
実
で
す
。
１
０
０
０

年
の
歴
史
と
私
た
ち
は
一
言
で
言
い
ま
す
が
、
そ
の

裏
に
は
何
十
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
連
綿
と
栽
培
し

続
け
て
き
た
地
域
の
人
々
の
努
力
が
あ
る
わ
け
で

す
。
今
風
の
言
葉
で
言
え
ば
、
知
立
に
は
そ
う
し
た伊勢物語の昔からこの地を彩る知立・八橋のかきつばた

池鯉鮒宿時代には将軍上洛用の宿舎もあった、戦国時代の知立
古城跡（現在は児童遊園）

在原業平の供養塔がある知立・八橋の業平塚
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《
市
民
力
》
の
蓄
積
が

あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
知
立
市
に
は
、

や
は
り
創
建
か
ら

１
２
０
０
年
近
く
の

歴
史
を
誇
る
知
立
神

社
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
『
拝
殿
』の

他
に
、
国
指
定
重
要

文
化
財
の
『
多
宝
塔
』

が
あ
り
ま
す
。
こ
の

多
宝
塔
は
も
と
も
と
、

神
仏
混
交
時
代
の
知

立
神
社
境
内
に
あ
っ

た
神
宮
寺
と
い
う
古こ
さ
つ刹

に
付
属
す

る
建
物
で
し
た
が
、
明
治
維
新
の

際
の
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
で
破
壊
さ
れ
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
忍
び
な

い
と
考
え
た
地
域
の
人
々
が
神
社

の
建
物
と
し
て
現
在
ま
で
伝
え
、

国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

先
ご
ろ
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
知
立
ま
つ
り
の

《
知
立
の
山だ
し
ぶ
ん
ら
く

車
文
楽
と
か
ら
く
り
》

も
同
様
に
、
地
域
の
人
々
が
江
戸

時
代
か
ら
継
承
し
て
く
る
間
に
唯
一
無
二
の
存
在
と

な
り
、
世
界
の
宝
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
貴
重
な
地
域
財
産
の
存
在
そ
の
も
の

が
、
地
域
の
人
々
の
地
元
の
宝
を
愛
す
る
力
、
す
な

わ
ち
大
い
な
る《
市
民
力
》の
発
露
の
事
例
と
言
え
ま

す
。
そ
れ
は
同
時
に
古
代
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
地

か
ら
訪
れ
て
く
る
人
々
と
の
交
流
な
ど
に
よ
っ
て
培

わ
れ
、
地
域
に
蓄
積
さ
れ
た
、
知
立
の
土
地
柄
と
し

て
の《
包
容
力
》を
証
明
す
る
も
の
と
も
、
私
は
考
え

て
い
ま
す
」（
林
市
長
）

　

知
立
市
の
土
地
柄
と
し
て
の《
包
容
力
》の
豊
か
さ

は
、
例
え
ば
知
立
市
に
お
け
る
《
多
文
化
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
》
に
お
い
て
も
、
濃
厚
に
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

多
文
化
の
子
ど
も
た
ち
が
育
ち
合
う 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
‼

　

自
動
車
産
業
の
盛
ん
な
西
三
河
地
方
は
全
体
的
に
、

外
国
人
居
住
者
の
数
が
多
い
。
知
立
市
の
場
合
も
令

和
３
年
12
月
の
統
計
で
は
、
全
人
口
７
万
２
０
８
６

人
の
う
ち
７
％
以
上
に
当
た
る
５
１
４
３
人
が
外
国

人
居
住
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
愛
知
県
内
で
も
高
い
外

国
人
集
住
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
の
集
住
は
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
続

く
、
知
立
市
の
「
日
常
」
と
い
え
る
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
な
ど
、
一
時
的
に
居
住
者
数
が
減
少
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
近
年
は
総
人
口
に
占
め
る
割

合
が
６
〜
７
％
の
高
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
外
国
人

居
住
者
に
対
す
る
各
種
施
策
が
、
他
都
市
以
上
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
「
知
立
市
は
令
和
３
年
、
内
閣
府
か
ら《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
》
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
提
案
書
の

タ
イ
ト
ル
は
『
多
文
化
共
生
の
未
来
都
市
知
立
を
目

指
し
て
〜
日
本
人
・
外
国
人
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
〜
』
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ま
ち
づ
く
り
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
全
国
の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
合
っ
た

施
策
・
事
業
を
推
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
知
立
市

の
テ
ー
マ
は
《
多
文
化
共
生
の
未
来
都
市 

知
立
》
な

の
で
す
。

　

こ
れ
は
何
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
必
要

か
ら
生
ま
れ
た
考
え
方
で
は
な
く
、
知
立
市
で
は
外

国
人
と
の
共
生
は
30
年
ほ
ど
前
か
ら
当
た
り
前
の
こ

と
で
し
た
。
例
え
ば
知
立
市
に
は
外
国
人
の
生
徒
の

割
合
が
70
％
に
近
い
小
学
校
や
20
％
に
近
い
中
学
校

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
小
中
学
校
で
は
13
カ
国
の
児
童

生
徒
が
一
緒
に
学
ん
で
い
ま
す
。
日
常
的
に
地
域
内

地域の人々が守り保全してきた知立神社の多宝塔

「知立の山車文楽とからくり」は、文楽とからくりを山車の上で上演する唯一無二
の存在（知立まつり）

知立公園「花しょうぶ園」の花しょうぶは、昭和31・32・35年の
3回にわたり明治神宮から移植されたもの
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で
留
学
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
、
そ
う
し
た
小
中

学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も

た
ち
の《
国
際
化
》に
対
す

る
意
識
は
筋
金
入
り
と
言

え
ま
す
。
ま
ち
な
か
に
外

国
人
の
い
る
日
常
は
ご
く

普
通
の
こ
と
で
、
こ
れ
も

ま
た
知
立
市
の
新
た
な
土

地
柄
と
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
開
花
し
、
発
信
さ

れ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み

で
な
り
ま
せ
ん
」（
林
市

長
）

　

知
立
市
は
中
学
校
区
ご

と
に
一
つ
ず
つ
配
置
さ
れ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
知
立
市
保
健
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
行
う
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
《
に
じ
い
ろ
ニ
コ
ニ
コ
事
業
》

や
、
充
実
し
た
産
後
ケ
ア
の
推
進
な
ど
、
子
育
て
支

援
全
般
の
手
厚
さ
に
定
評
が
あ
る
。

　

同
様
に
、
保
育
園
で
は
保
育
士
を
国
の
基
準
よ
り

多
く
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
小
中
学
校
に
お
け
る
サ

ポ
ー
ト
教
員
の
数
も
基
準
よ
り
多
く
配
置
し
、
発
達

障
が
い
児
へ
の
対
応
を
含
め
た
ス
ム
ー
ズ
な
学
級
運

営
を
多
角
的
に
図
る
な
ど
、
教
育
支
援
に
つ
い
て

も
、
き
め
細
か
い
配
慮
が
目
立
つ
。

　

ま
た
、
共
働
き
家
庭
な
ど
の
児
童
を
対
象
と
す
る

《
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
》や
、
家
庭
の
条
件
と
は
関
係

な
く
、
放
課
後
の
安
心
安
全
な
居
場
所
と
し
て
誰
も

が
利
用
で
き
る《
放
課
後
子
ど
も
教
室
》を
設
置
し
て

お
り
、
子
ど
も
本
位
の
教
育
支
援
・
生
活
支
援
の
施

策
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
手
厚
い
姿
勢
が
日
本
人
の
児
童
生
徒

だ
け
で
な
く
、
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
共
通
し
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。

　
「
例
え
ば
知
立
市
で
は
、
他
市
に
先
駆
け
、
い
ち

早
く
小
学
校
の
35
人
学
級
を
実
現
し
て
き
ま
し
た

が
、
外
国
人
の
子
ど
も
も
そ
の
中
に
普
通
に
入
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て

は
、
言
葉
の
習
熟
度
で
ク
ラ
ス
編
成
を
変
え
る
な

ど
、
無
理
の
な
い
溶
け
込
み
へ
の
工
夫
を
行
い
な
が

ら
、
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
安
心
し
て
学
び

合
い
、
育
ち
合
え
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
に
努
め
て

お
り
ま
す
」（
林
市
長
）

　

知
立
市
で
は
多
文
化
共
生
の
未
来
都
市
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
目
標
と
し
て
「
日
本
人
・
外
国
人

が
理
解
し
合
う
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」「
日
本
人
・

外
国
人
共
に
仕
事
で
活
躍
で
き
る
賑
わ
い
溢
れ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
」「
日
本
人
・
外
国
人
が
協
働
す
る

ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
」を
掲
げ
て
い
る
。

　

脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
不

可
欠
な
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
抑
制
を
目
指

す
た
め
の
地
域
活
性
化
施
策
の
全
て
の
基
盤
の
一
つ

に
、
多
文
化
共
生
社
会
な
ら
で
は
の
立
ち
位
置
が
明

確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

知
立
市
の
玄
関
口
・
知
立
駅
周
辺
で
進
む
１
０
０

年
に
１
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
背
景
に
は
、
日
本
中
の

人
々
が
交
流
し
て
き
た
古
代
か
ら
中
世
の
知
立
、
近

世
の
池
鯉
鮒
宿
な
ど
を
通
じ
て
培
わ
れ
た《
市
民
力
》

や《
包
容
力
》を
基
盤
に
、
国
際
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
の

取
り
組
み
に
よ
る
、
誰
も
が
参
加
し
、
地
域
の
一
員

と
な
れ
る
交
流
都
市
、
す
な
わ
ち《
現
代
版
宿
場
町
》

創
造
の
実
現
を
目
指
す
熱
い
思
い
が
、
脈
々
と
息
づ

い
て
い
る
の
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
３
年
12
月
22
日
）冬の風物詩・知立ドリームイルミネーション（12月、新地公園）

市のマスコットキャラクター「ちりゅっぴ」

多国籍の親子の利用も日常的な風景の子育て支援センター（写真は知立市中央
子育てセンター）
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